
(57)【要約】

【課題】　ホース端部に装着するコネクタの構造の簡略

化と、シール性を確保した上での小型化を図る。

【解決手段】　ホース１２は、ホース開口端のコネクタ

２０の装着箇所において、外側から、外皮部材２４、ホ

ース１２、ホース開口端側パーツ２２ａとシール帯２８

とを重ね、こうした状態で、ホースのホース貫通孔１３

とホース開口端側パーツ２２ａの貫通孔２２ｇを干渉さ

せる。そして、外側の外皮部材２４とシール帯２８とを

、ＥＰＤＭの射出成形手法にて一体成形する。これによ

り、ホース周壁のホース貫通孔１３とこれに干渉するホ

ース開口端側パーツ２２ａの貫通孔２２ｇとがＥＰＤＭ

で充填された状態となり、その上で、外側の外皮部材２

４とシール帯２８とは、両部材の間に存在するホース１

２とホース開口端側パーツ２２ａとを挟持した上で、一

体となる。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ホ ー ス 開 口 端 に 、 ホ ー ス の 接 続 対 象 パ イ プ を 固 定 す る た め の コ ネ ク タ を 有 す る ホ ー ス で
あ っ て 、
　 前 記 コ ネ ク タ は 、
　 前 記 ホ ー ス 開 口 端 の ホ ー ス 内 周 壁 側 に 位 置 し 、 前 記 ホ ー ス 開 口 に 入 り 込 ん だ 前 記 接 続 対
象 パ イ プ を 取 り 囲 む ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 と 、
　 該 ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 と 、 前 記 ホ ー ス 開 口 に 入 り 込 ん だ 前 記 接 続 対 象 パ イ プ と の 間 に 介
在 し 、 シ ー ル 機 能 を 発 現 可 能 な 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ た シ ー ル 部 材 と 、
　 前 記 ホ ー ス 開 口 端 側 に お い て 前 記 ホ ー ス 外 皮 側 に 位 置 し 、 前 記 ホ ー ス と 前 記 ホ ー ス 開 口
端 側 部 材 と を 取 り 囲 む ホ ー ス 外 皮 側 部 材 と を 備 え 、
　 前 記 ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 は 、
　 前 記 ホ ー ス の 周 壁 を 貫 通 す る ホ ー ス 貫 通 孔 と 干 渉 す る よ う 前 記 ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 を 貫
通 す る 貫 通 孔 を 備 え 、
　 前 記 シ ー ル 部 材 と 前 記 ホ ー ス 外 皮 側 部 材 は 、
　 前 記 弾 性 材 料 が 前 記 ホ ー ス の 前 記 ホ ー ス 貫 通 孔 と こ れ に 干 渉 す る 前 記 ホ ー ス 開 口 端 側 部
材 の 前 記 貫 通 孔 と に 充 填 さ れ た 状 態 で 、 前 記 弾 性 材 料 を 用 い て 一 体 成 形 さ れ て い る
　 コ ネ ク タ 具 備 ホ ー ス 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の コ ネ ク タ 具 備 ホ ー ス で あ っ て 、
　 前 記 コ ネ ク タ は 、
　 前 記 ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 よ り 大 径 に 形 成 さ れ 、 前 記 接 続 対 象 パ イ プ を 前 記 ホ ー ス 開 口 端
の 外 側 で 取 り 囲 む ホ ー ス 開 口 端 外 部 部 材 と 、
　 該 ホ ー ス 開 口 端 外 部 部 材 を 前 記 ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 に 連 結 す る 連 結 部 材 と 、
　 該 連 結 部 材 の 内 壁 側 に 形 成 さ れ 、 前 記 接 続 対 象 パ イ プ の パ イ プ 外 周 側 に 隆 起 し た パ イ プ
側 隆 起 が 当 接 す る ス ト ッ パ と 、
　 該 ス ト ッ パ に 当 接 し た 前 記 パ イ プ 側 環 状 隆 起 と 係 合 し 、 前 記 接 続 対 象 パ イ プ の 抜 止 と し
て 機 能 す る 係 合 部 材 と を 有 す る
　 コ ネ ク タ 具 備 ホ ー ス 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ホ ー ス 開 口 端 に 、 ホ ー ス の 接 続 対 象 パ イ プ を 固 定 す る た め の コ ネ ク タ で あ っ て 、
　 前 記 ホ ー ス の 開 口 端 側 に 組 み 込 ま れ る と 、 前 記 ホ ー ス 開 口 端 の ホ ー ス 内 周 壁 側 に 位 置 し
、 前 記 ホ ー ス 開 口 に 入 り 込 ん だ 前 記 接 続 対 象 パ イ プ を 取 り 囲 む ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 と 、
　 該 ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 と 、 前 記 ホ ー ス 開 口 に 入 り 込 ん だ 前 記 接 続 対 象 パ イ プ と の 間 に 介
在 し 、 前 記 接 続 対 象 パ イ プ の 外 周 壁 に 接 触 し て シ ー ル 機 能 を 果 た す シ ー ル 部 材 と 、
　 前 記 ホ ー ス 開 口 端 側 に お い て 前 記 ホ ー ス 外 皮 側 に 位 置 し 、 前 記 ホ ー ス を 介 在 さ せ て 前 記
ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 を 取 り 囲 む ホ ー ス 外 皮 側 部 材 と を 備 え 、
　 前 記 ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 は 、
　 前 記 ホ ー ス の 周 壁 を 貫 通 す る ホ ー ス 貫 通 孔 と 干 渉 す る よ う 前 記 ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 を 貫
通 す る 貫 通 孔 を 備 え 、
　 前 記 シ ー ル 部 材 と 前 記 ホ ー ス 外 皮 側 部 材 は 、
　 前 記 接 続 対 象 パ イ プ の 外 周 壁 に 対 す る シ ー ル 機 能 を 発 現 可 能 な 弾 性 材 料 が 前 記 ホ ー ス の
前 記 ホ ー ス 貫 通 孔 と こ れ に 干 渉 す る 前 記 ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 の 前 記 貫 通 孔 と に 充 填 さ れ た
状 態 で 、 前 記 弾 性 材 料 を 用 い て 一 体 成 形 さ れ る
　 コ ネ ク タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ホ ー ス 開 口 端 に 、 ホ ー ス の 接 続 対 象 パ イ プ を 固 定 す る た め の コ ネ ク タ を 有 す
る ホ ー ス に 関 す る 。
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【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の 結 合 構 造 で は 、 ホ ー ス 開 口 端 へ の パ イ プ の 挿 入 の 簡 便 性 が 求 め ら れ 、 い わ ゆ る
ク イ ッ ク コ ネ ク タ ー が 多 用 さ れ て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。 こ の 特 許 文 献 で は 、 フ レ
キ シ ブ ル ホ ー ス の 開 口 端 側 の 内 壁 を ホ ー ス 内 壁 側 に 設 置 し た 複 数 の リ ン グ を 併 用 し た ス ェ
ー ジ ン グ 工 程 に て 凸 状 と し 、 こ の 凸 状 と さ れ た ホ ー ス 内 壁 そ の も の で 、 挿 入 さ れ た パ イ プ
と の シ ー ル を 図 っ て い る 。 ま た 、 ホ ー ス 内 壁 側 に 設 置 し た 複 数 の リ ン グ の 固 定 の た め に 、
ホ ー ス 外 周 に 管 状 本 体 を 被 せ て 、 こ の 管 状 本 体 と リ ン グ と を ス ェ ー ジ ン グ ダ イ で カ シ メ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ４ ５ ７ ９ ６ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 ホ ー ス へ の コ ネ ク タ 装 着 に 際 し 、 ホ ー ス 内 部 へ の 複 数 の リ ン グ 配 置 、 ホ
ー ス 外 周 へ の 管 状 本 体 装 着 、 ダ イ に よ る ス ェ ー ジ ン グ と い っ た 作 業 が 必 要 と な り 、 煩 雑 で
あ っ た 。 換 言 す れ ば 、 複 数 リ ン グ が 必 要 で あ り 、 ホ ー ス 内 外 に リ ン グ や カ シ メ 用 の パ イ プ
が 必 要 で あ る た め 、 構 造 も 複 雑 で あ っ た 。 ま た 、 シ ー ル 性 を 高 め る に は 、 ホ ー ス 内 壁 そ の
も の か ら 得 た 凸 状 の シ ー ル 箇 所 を 増 や せ ば よ い が 、 そ の 場 合 に は 、 ホ ー ス 内 側 に 配 置 す る
リ ン グ も 増 え て 、 よ り 煩 雑 と な る ば か り か 、 次 の よ う な 問 題 も 指 摘 さ れ る に 到 っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 、 ホ ー ス 内 壁 そ の も の か ら 得 た 凸 状 の シ ー ル 箇 所 を ２ 箇 所 と す る と 、 こ の ２ 箇 所
の 凸 状 部 の 間 に は 湾 曲 し た リ ン グ が 存 在 す る 。 こ の リ ン グ は 、 ダ イ と 接 触 す る も の で あ り
、 ダ イ を む や み に 小 さ く で き な い の で 、 リ ン グ の 湾 曲 度 合 い も 大 き く な り 、 ２ 箇 所 の 凸 状
部 の 間 隔 が 広 く な る 。 こ の た め 、 シ ー ル 性 向 上 の た め に ホ ー ス 内 壁 の 凸 状 部 を 複 数 箇 所 、
例 え ば ２ 箇 所 の 凸 状 部 を 有 す る よ う に す る と 、 ホ ー ス 端 部 に お け る コ ネ ク タ 部 分 が 長 く な
る 。 よ っ て 、 ホ ー ス を パ イ プ と の 接 続 箇 所 近 く で 湾 曲 さ せ る よ う な 経 路 と す る こ と が で き
ず 、 パ イ プ と の 接 続 箇 所 に 多 く の ス ペ ー ス が 必 要 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 技 術 の 問 題 を 解 決 す る も の で あ り 、 ホ ー ス 端 部 に 装 着 す る コ ネ ク
タ の 構 造 の 簡 略 化 と 、 シ ー ル 性 を 確 保 し た 上 で の 小 型 化 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 か か る 課 題 の 少 な く と も 一 部 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の コ ネ ク タ 具 備 ホ ー ス は 、 ホ ー ス
の 接 続 対 象 パ イ プ 固 定 用 の コ ネ ク タ の ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 を ホ ー ス 開 口 端 の ホ ー ス 内 周 壁
側 に 位 置 さ せ 、 ホ ー ス 開 口 に 入 り 込 ん だ 接 続 対 象 パ イ プ を こ の ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 で 取 り
囲 む 。 こ の ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 と 接 続 対 象 パ イ プ と の 間 に は シ ー ル 部 材 を 介 在 さ せ 、 こ の
シ ー ル 部 材 は 、 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ て い る こ と か ら 、 接 続 対 象 パ イ プ の 外 周 壁 に 接 触 し て
シ ー ル 機 能 を 発 揮 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 と シ ー ル 部 材 を こ の よ う に 配 置 さ せ た 上 で 、 本 発 明 の コ ネ ク タ 具 備
ホ ー ス は 、 ホ ー ス 外 皮 側 部 材 を ホ ー ス 開 口 端 側 に お い て ホ ー ス 外 皮 側 に 位 置 さ せ 、 ホ ー ス
を 介 在 さ せ て ホ ー ス 外 皮 側 部 材 で ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 を 取 り 囲 む 。 こ れ に よ り 、 外 側 か ら
、 ホ ー ス 外 皮 側 部 材 、 ホ ー ス 、 ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 と シ ー ル 部 材 が 重 な る こ と に な る 。 こ
う し た 状 態 で 、 ホ ー ス の 周 壁 を 貫 通 す る ホ ー ス 貫 通 孔 と ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 の 貫 通 孔 は 干
渉 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ し て 、 外 側 の ホ ー ス 外 皮 側 部 材 と 接 続 対 象 パ イ プ 側 の シ ー ル 部 材 と を 、 弾 性 材 料 を 用
い て 一 体 成 形 す る 。 こ の 一 体 成 形 に 当 た っ て は 、 ホ ー ス 周 壁 の ホ ー ス 貫 通 孔 と 、 こ れ に 干
渉 す る ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 の 貫 通 孔 と が 弾 性 材 料 で 充 填 さ れ た 状 態 と す る 。 つ ま り 、 外 側
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の ホ ー ス 外 皮 側 部 材 と 接 続 対 象 パ イ プ 側 の シ ー ル 部 材 と は 、 共 に 弾 性 材 料 か ら 形 成 さ れ 、
両 部 材 の 間 に 存 在 す る ホ ー ス と ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 と を 挟 持 し た 上 で 、 一 体 と な る 。 こ れ
に よ り 、 ホ ー ス 開 口 端 に コ ネ ク タ が 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 構 成 を 有 す る 本 発 明 の コ ネ ク タ 具 備 ホ ー ス で は 、 接 続 対 象 パ イ プ に 対 す る シ ー ル 機
能 を 発 揮 す る シ ー ル 部 材 を 、 ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 と 接 続 対 象 パ イ プ と の 間 に 単 独 で 介 在 さ
せ れ ば よ い こ と か ら 、 シ ー ル 部 材 の 形 状 に お い て 制 限 は な く 、 近 接 し た 複 数 箇 所 で 接 続 対
象 パ イ プ 外 周 壁 と 接 触 す る よ う に 容 易 に 形 成 で き る 。 し か も 、 こ の シ ー ル 部 材 と ホ ー ス 外
皮 側 部 材 と を 弾 性 材 料 に て 一 体 し て 、 両 部 材 の 間 の ホ ー ス と ホ ー ス 開 口 端 側 部 材 と を 挟 持
し 、 部 材 固 定 に カ シ メ 等 を 要 し な い 。 こ の た め 、 本 発 明 の コ ネ ク タ 具 備 ホ ー ス に よ れ ば 、
コ ネ ク タ 構 造 を 簡 略 化 す る こ と が で き る と 共 に 、 シ ー ル 部 材 に お け る 近 接 し た 複 数 箇 所 で
の シ ー ル に よ る シ ー ル 部 材 の 短 寸 化 、 延 い て は コ ネ ク タ の 小 型 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に 構 成 し た コ ネ ク タ 具 備 ホ ー ス に お い て 、 コ ネ ク タ の ホ ー ス 開 口 端 外 部 部 材 に
、 こ れ よ り 大 径 の ホ ー ス 開 口 端 外 部 部 材 を 連 結 し て 、 当 該 部 材 に よ り 接 続 対 象 パ イ プ を ホ
ー ス 開 口 端 の 外 側 で 取 り 囲 む よ う に し 、 接 続 対 象 パ イ プ の パ イ プ 外 周 側 に 隆 起 し た パ イ プ
側 隆 起 を ス ト ッ パ に 当 接 さ せ る よ う に す る 。 そ の 上 で 、 ス ト ッ パ に 当 接 し た 前 記 パ イ プ 側
隆 起 を 係 合 部 と 係 合 さ せ 、 接 続 対 象 パ イ プ の 抜 止 を 図 る よ う に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 し た ホ ー ス と し て の 構 成 は も と よ り 、 ホ ー ス に 装 着 さ れ る コ ネ ク タ と し
て 構 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 構 成 ・ 作 用 を 一 層 明 ら か に す る た め に 、 以 下 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 に つ
い て 説 明 す る 。 図 １ は 実 施 例 の コ ネ ク タ 具 備 ホ ー ス １ ０ の 要 部 を 概 略 的 に 示 す 斜 視 図 、 図
２ は こ の コ ネ ク タ 具 備 ホ ー ス １ ０ の 側 面 視 と 正 面 視 と を 示 す 説 明 図 、 図 ３ は コ ネ ク タ 具 備
ホ ー ス １ ０ の 断 面 と そ の 要 部 を 拡 大 し て 接 続 対 象 の パ イ プ Ｐ と 共 に 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 示 す る よ う に 、 実 施 例 の コ ネ ク タ 具 備 ホ ー ス １ ０ は 、 補 強 糸 で 補 強 さ れ た Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ （
エ チ レ ン プ ロ ピ レ ン 共 重 合 体 ゴ ム ） 製 の ホ ー ス １ ２ の 端 部 に コ ネ ク タ ２ ０ を 具 備 す る 。 コ
ネ ク タ ２ ０ は 、 そ の 骨 格 と な る コ ネ ク タ ベ ー ス ２ ２ と 、 ホ ー ス 開 口 端 外 皮 側 に 位 置 す る 外
皮 部 材 ２ ４ と 、 パ イ プ Ｐ の 抜 止 の た め の ス ナ ッ プ ピ ン ２ ６ と を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 コ ネ ク タ ベ ー ス ２ ２ は 、 ス テ ン レ ス 製 の パ イ プ を 用 い て 形 成 さ れ 、 ホ ー ス 開 口 端 の ホ ー
ス 内 周 壁 側 に 位 置 す る ホ ー ス 開 口 端 側 パ ー ツ ２ ２ ａ と 、 ホ ー ス １ ２ の 端 部 か ら 突 出 し た ホ
ー ス 開 口 端 外 部 パ ー ツ ２ ２ ｂ と 、 こ の 両 パ ー ツ を 連 結 す る 連 結 パ ー ツ ２ ２ ｃ と を 有 す る 。
ホ ー ス 開 口 端 側 パ ー ツ ２ ２ ａ は ホ ー ス 開 口 に 入 り 込 ん だ パ イ プ Ｐ を 取 り 囲 み 、 ホ ー ス 開 口
端 外 部 パ ー ツ ２ ２ ｂ は ホ ー ス 開 口 端 側 パ ー ツ ２ ２ ａ よ り 大 径 に 形 成 さ れ 、 パ イ プ Ｐ を ホ ー
ス 開 口 端 の 外 側 で 取 り 囲 む 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ホ ー ス 開 口 端 側 パ ー ツ ２ ２ ａ は 、 そ の 周 壁 に ス ナ ッ プ ピ ン ２ ６ が 入 り 込 む 切 欠 ２ ２ ｄ と
、 ス ナ ッ プ ピ ン ２ ６ の ピ ン フ ッ ク ２ ６ ａ が 入 り 込 む ２ ヶ 所 の 凹 所 ２ ２ ｅ 、 ２ ２ ｆ を 有 す る
。 な お 、 ス ナ ッ プ ピ ン ２ ６ に よ る 抜 止 に つ い て は 後 述 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 コ ネ ク タ ２ ０ は 、 コ ネ ク タ ベ ー ス ２ ２ に お け る ホ ー ス 開 口 端 側 パ ー ツ ２ ２ ａ の 内 周 側 に
シ ー ル 帯 ２ ８ を 備 え る 。 シ ー ル 帯 ２ ８ は 、 シ ー ル 機 能 を 発 現 可 能 な 弾 性 材 料 （ 例 え ば 、 種
々 の ゴ ム 材 料 ） で 形 成 さ れ 、 そ の 内 周 に 、 ２ 列 の 環 状 隆 起 ２ ９ を 有 す る 。 よ っ て 、 シ ー ル
帯 ２ ８ は 、 こ の 環 状 隆 起 ２ ９ を 挿 入 済 み の パ イ プ Ｐ の 外 周 に 接 触 さ せ 、 パ イ プ Ｐ に 対 す る
シ ー ル 機 能 を 各 環 状 隆 起 ２ ９ で 発 揮 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 外 皮 部 材 ２ ４ は 、 ホ ー ス 開 口 端 側 に お い て ホ ー ス １ ２ と コ ネ ク タ ベ ー ス ２ ２ の ホ ー ス 開
口 端 側 パ ー ツ ２ ２ ａ と を 取 り 囲 み 、 シ ー ル 帯 ２ ８ と 協 働 し て 、 ホ ー ス 開 口 端 側 パ ー ツ ２ ２
ａ を ホ ー ス １ ２ に 固 定 す る 。 こ の 点 に つ き 、 詳 し く 説 明 す る 。 図 ４ は コ ネ ク タ ベ ー ス ２ ２
の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 コ ネ ク タ ベ ー ス ２ ２ は 、 ホ ー ス 開 口 端 側 パ ー ツ ２ ２ ａ の 周 壁 に 貫 通
孔 ２ ２ ｇ を 等 ピ ッ チ で ２ 列 に 亘 っ て 備 え る 。 そ の 一 方 、 ホ ー ス １ ２ に は 、 ホ ー ス 開 口 に 組
み 込 ま れ た コ ネ ク タ ベ ー ス ２ ２ に お け る ホ ー ス 開 口 端 側 パ ー ツ ２ ２ ａ の 貫 通 孔 ２ ２ ｇ と 干
渉 す る よ う 、 ホ ー ス 貫 通 孔 １ ３ が 空 け ら れ て い る （ 図 ３ 拡 大 図 参 照 ） 。 そ し て 、 本 実 施 例
で は 、 外 皮 部 材 ２ ４ と シ ー ル 帯 ２ ８ と を 、 シ ー ル 機 能 を 発 現 可 能 な 弾 性 材 料 で あ る Ｅ Ｐ Ｄ
Ｍ を 用 い て 形 成 す る こ と と し 、 こ の Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ が ホ ー ス １ ２ の ホ ー ス 貫 通 孔 １ ３ と こ れ に 干
渉 す る ホ ー ス 開 口 端 側 パ ー ツ ２ ２ ａ の 貫 通 孔 ２ ２ ｇ と に 充 填 さ れ た 状 態 で 、 Ｅ Ｄ Ｐ Ｍ に て
一 体 成 形 し た 。 つ ま り 、 ホ ー ス 端 部 で は 、 そ の 外 側 か ら 、 外 皮 部 材 ２ ４ 、 ホ ー ス １ ２ 、 ホ
ー ス 開 口 端 側 パ ー ツ ２ ２ ａ と シ ー ル 帯 ２ ８ が 重 な る こ と に な り 、 こ の 状 態 で の 外 側 の 外 皮
部 材 ２ ４ と シ ー ル 帯 ２ ８ と は Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ を 用 い て 一 体 成 形 さ れ る 。 よ っ て 、 外 皮 部 材 ２ ４ と
シ ー ル 帯 ２ ８ と は 、 そ の 間 に 存 在 す る ホ ー ス １ ２ と ホ ー ス 開 口 端 側 パ ー ツ ２ ２ ａ と を 挟 持
し た 上 で 一 体 と な り 、 ホ ー ス 開 口 端 に コ ネ ク タ ２ ０ が 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ こ で 、 パ イ プ Ｐ の 固 定 に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 パ イ プ Ｐ は そ の 先 端 を
挿 入 管 Ｐ １ と し 、 外 周 に は 環 状 に 隆 起 し た パ イ プ 隆 起 Ｐ ２ を 備 え る 。 挿 入 管 Ｐ １ の 外 径 は
、 シ ー ル 帯 ２ ８ の 環 状 隆 起 ２ ９ が 挿 入 管 外 周 に 接 触 し て 縮 む よ う 、 調 整 さ れ て い る 。 本 実
施 例 で は 、 環 状 隆 起 ２ ９ の 内 径 よ り 挿 入 管 Ｐ １ の 外 径 を 約 １ ｍ ｍ 大 き く し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 パ イ プ Ｐ を コ ネ ク タ ２ ０ に 挿 入 す る と 、 パ イ プ Ｐ は 、 そ の パ イ プ 隆 起 Ｐ ２ の 付 近 に お い
て コ ネ ク タ ベ ー ス ２ ２ の ホ ー ス 開 口 端 外 部 パ ー ツ ２ ２ ｂ に て 取 り 囲 ま れ 、 挿 入 管 Ｐ １ の 傾
斜 面 は 連 結 パ ー ツ ２ ２ ｃ の 傾 斜 面 に 当 接 す る 。 つ ま り 、 連 結 パ ー ツ ２ ２ ｃ は パ イ プ Ｐ の ス
ト ッ パ と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 状 態 で 、 ス ナ ッ プ ピ ン ２ ６ を 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 押 し 込 む と 、 ス ナ ッ プ ピ
ン ２ ６ は 、 ホ ー ス 開 口 端 外 部 パ ー ツ ２ ２ ｂ に お け る 切 欠 ２ ２ ｄ か ら 内 部 に 入 り 込 み 、 パ イ
プ 隆 起 Ｐ ２ と そ の 背 面 Ｐ ２ ｂ で 係 合 す る 。 こ れ に よ り 、 パ イ プ Ｐ は 、 ス ナ ッ プ ピ ン ２ ６ に
て 抜 止 さ れ た 状 態 で 、 コ ネ ク タ ２ ０ に て ホ ー ス １ ２ と 繋 が る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ス ナ ッ プ ピ ン ２ ６ は 、 こ う し た 抜 止 の 際 に は 、 そ の ピ ン フ ッ ク ２ ６ ａ を ホ ー ス 開 口 端 外
部 パ ー ツ ２ ２ ｂ に お け る 凹 所 ２ ２ ｅ に 嵌 め 入 れ 、 抜 止 姿 勢 を 維 持 す る 。 そ の 一 方 、 図 ２ に
二 点 鎖 線 で 示 す よ う に 、 ス ナ ッ プ ピ ン ２ ６ を 図 に お け る 上 方 に 引 き 出 せ ば 、 ピ ン フ ッ ク ２
６ ａ は 凹 所 ２ ２ ｅ か ら 外 れ て 、 ス ナ ッ プ ピ ン ２ ６ は 切 欠 ２ ２ ｄ か ら 外 部 に 外 れ パ イ プ Ｐ と
の 係 合 を 解 除 す る 。 よ っ て 、 パ イ プ Ｐ を コ ネ ク タ ２ ０ か ら 抜 き 出 す こ と が で き る 。 な お 、
ス ナ ッ プ ピ ン ２ ６ が こ の 係 合 解 除 の 姿 勢 を 取 る 場 合 に は 、 ピ ン フ ッ ク ２ ６ ａ は 凹 所 ２ ２ ｅ
よ り 上 方 の 凹 所 ２ ２ ｆ に 入 り 込 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 上 記 し た コ ネ ク タ ２ ０ の 製 造 手 法 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ は コ ネ ク タ ２ ０ の 形 成
に 先 立 っ て ホ ー ス １ ２ に 施 す 処 理 の 内 容 を 説 明 す る た め の 説 明 図 、 図 ６ は ホ ー ス １ ２ と コ
ネ ク タ ベ ー ス ２ ２ の 金 型 へ の セ ッ ト の 様 子 を 説 明 す る 説 明 図 、 図 ７ は 外 皮 部 材 ２ ４ と シ ー
ル 帯 ２ ８ の 形 成 用 の キ ャ ビ テ ィ の 様 子 と こ れ ら 部 材 の 製 造 の 様 子 を 説 明 す る た め の 説 明 図
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 ま ず 、 ホ ー ス １ ２ を 準 備 し て 、 ホ ー ス 開 口 か ら マ ン ド レ ル Ｍ を 押 し
込 み 、 こ の ホ ー ス １ ２ を 加 熱 環 境 下 に 置 い て Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ を 加 硫 状 態 と す る 。 こ れ に よ り 、 ホ
ー ス １ ２ の ホ ー ス 端 部 は 、 そ の 径 が 拡 張 さ れ 拡 張 部 １ ２ ａ と な る 。 こ の 拡 張 部 １ ２ ａ は 、
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コ ネ ク タ ベ ー ス ２ ２ の セ ッ ト 箇 所 と な る 。 次 に 、 こ の 拡 張 部 １ ２ ａ に ド リ ル Ｄ を 押 し 当 て
、 ホ ー ス 貫 通 孔 １ ３ を 設 け る 。 ホ ー ス 貫 通 孔 １ ３ は 、 拡 張 部 １ ２ ａ に コ ネ ク タ ベ ー ス ２ ２
を セ ッ ト し た 状 態 に お い て 、 コ ネ ク タ ベ ー ス ２ ２ の 貫 通 孔 ２ ２ ｇ と ホ ー ス 貫 通 孔 １ ３ が 干
渉 す る 位 置 に 空 け ら れ る 。 ま た 、 ホ ー ス 貫 通 孔 １ ３ は 、 後 述 す る 金 型 に お け る ゲ ー ト 位 置
に 対 応 す る よ う に す れ ば よ く 、 ホ ー ス 外 周 に 等 ピ ッ チ （ 例 え ば 、 ２ 箇 所 と か ４ 箇 所 ） で 空
け ら れ る 。 こ の 場 合 、 拡 張 部 １ ２ ａ の 周 辺 に お け る ホ ー ス 外 表 面 に バ フ 加 工 を 施 し 、 ホ ー
ス 外 表 面 に 微 細 な 凹 凸 を 形 成 し て お く と 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ う し て ホ ー ス 側 の 処 理 が 完 了 す る と 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ホ ー ス １ ２ と コ ネ ク タ ベ ー
ス ２ ２ と を 金 型 に セ ッ ト す る 。 こ の 金 型 は 、 上 下 の 上 型 Ｋ Ｕ と 下 型 Ｋ Ｄ と を 備 え 、 ホ ー ス
セ ッ ト に 際 し て は 、 上 下 の 金 型 を 合 わ せ る 。 こ う す る と 、 ホ ー ス １ ２ に お け る 拡 張 部 １ ２
ａ の 外 周 に は 、 こ れ を 取 り 囲 む キ ャ ビ テ ィ Ｋ Ｇ が 形 成 さ れ る 。 こ の キ ャ ビ テ ィ Ｋ Ｇ は 、 先
に 説 明 し た 外 皮 部 材 ２ ４ の 形 成 の た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ホ ー ス セ ッ ト 後 に は 、 コ ネ ク タ ベ ー ス ２ ２ を 拡 張 部 １ ２ ａ に 挿 入 さ せ 、 こ の コ ネ ク タ ベ
ー ス ２ ２ の 内 側 に 中 型 Ｋ Ｎ を セ ッ ト す る 。 中 型 Ｋ Ｎ は 、 拡 張 部 １ ２ ａ よ り 奥 側 の ホ ー ス １
２ 内 壁 に 先 端 の 小 径 部 Ｋ Ｎ Ｓ を 当 接 さ せ 、 大 径 部 Ｋ Ｎ Ｌ を コ ネ ク タ ベ ー ス ２ ２ の ホ ー ス 開
口 端 外 部 パ ー ツ ２ ２ ｂ の 内 壁 に 接 触 さ せ る 。 拡 張 部 １ ２ ａ よ り 奥 側 の ホ ー ス １ ２ 内 壁 へ の
小 径 部 Ｋ Ｎ Ｓ の 当 接 に よ り 、 後 述 の Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ 射 出 に 伴 う ホ ー ス 変 形 を 抑 制 で き る 。 ま た 、
中 型 Ｋ Ｎ は 、 小 径 部 Ｋ Ｎ Ｓ の 外 周 に 湾 曲 状 の 凹 溝 Ｋ Ｎ Ｍ を 二 筋 備 え る 。 こ の 中 型 Ｋ Ｎ が セ
ッ ト さ れ る と 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ホ ー ス 開 口 端 側 パ ー ツ ２ ２ ａ の 内 周 側 に は 、 中 型 Ｋ Ｎ
の 外 周 と の 間 に キ ャ ビ テ ィ Ｋ Ｓ が 形 成 さ れ る 。 こ の キ ャ ビ テ ィ Ｋ Ｓ は 、 先 に 説 明 し た シ ー
ル 帯 ２ ８ の 形 成 の た め の も の で あ り 、 凹 溝 Ｋ Ｎ Ｍ は 、 そ の 溝 を 環 状 隆 起 ２ ９ の 形 成 の た め
の も の と す る 。 な お 、 金 型 セ ッ ト に 際 し て は 、 ホ ー ス １ ２ の 拡 張 部 １ ２ ａ に 予 め コ ネ ク タ
ベ ー ス ２ ２ を 挿 入 さ せ 、 そ の 後 に 金 型 に セ ッ ト す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ う し て キ ャ ビ テ ィ が 形 成 さ れ る と 、 そ れ ぞ れ の 金 型 の ゲ ー ト か ら 溶 融 さ せ た Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ
を 射 出 し 、 キ ャ ビ テ ィ Ｋ Ｇ に て 外 皮 部 材 ２ ４ を 、 キ ャ ビ テ ィ Ｋ Ｓ に て シ ー ル 帯 ２ ８ を 、 凹
溝 Ｋ Ｎ Ｍ に て 環 状 隆 起 ２ ９ を そ れ ぞ れ 形 成 す る 。 こ う し て 形 成 さ れ た 外 皮 部 材 ２ ４ は 、 ホ
ー ス １ ２ の ホ ー ス 貫 通 孔 １ ３ と こ れ に 干 渉 す る コ ネ ク タ ベ ー ス ２ ２ の 貫 通 孔 ２ ２ ｇ に Ｅ Ｐ
Ｄ Ｍ を 充 填 さ せ た 状 態 で 、 シ ー ル 帯 ２ ８ と 一 体 と な る 。 ま た 、 こ の 外 皮 部 材 ２ ４ は 、 バ フ
加 工 に よ り 凹 凸 と さ れ た 拡 張 部 １ ２ ａ の 外 表 面 に 強 固 に 一 体 と な る 。 そ し て 、 所 定 時 間 を
経 過 後 に 、 上 下 の 金 型 を 分 離 さ せ 中 型 Ｋ Ｎ を 引 き 抜 く と 、 ホ ー ス 開 口 端 に コ ネ ク タ ２ ０ を
有 す る ホ ー ス １ ２ が 完 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 例 で は 、 中 型 Ｋ Ｎ に お け る 凹 溝 Ｋ Ｎ Ｍ の 形 成 箇 所 に て シ ー
ル 帯 ２ ８ に お け る 環 状 隆 起 ２ ９ の 位 置 を 定 め る こ と が で き 、 二 つ の 環 状 隆 起 ２ ９ を 近 接 さ
せ る こ と が で き る 。 し か も 、 環 状 隆 起 ２ ９ を 有 す る シ ー ル 帯 ２ ８ を 最 外 表 に 位 置 す る 外 皮
部 材 ２ ４ と 一 体 と し て 、 こ の シ ー ル 帯 ２ ８ と 外 皮 部 材 ２ ４ と で 、 ホ ー ス １ ２ と コ ネ ク タ ２
０ の コ ネ ク タ ベ ー ス ２ ２ と を 挟 持 す る の で 、 こ れ ら 部 材 の 固 定 に カ シ メ や 接 着 等 を 要 し な
い 。 こ の 結 果 、 本 実 施 例 の ホ ー ス １ ２ に よ れ ば 、 コ ネ ク タ 構 造 の 簡 略 化 を 図 る こ と が で き
る と 共 に 、 ２ 箇 所 の 環 状 隆 起 ２ ９ の 近 接 配 置 に よ る コ ネ ク タ の 小 型 化 を 図 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 更 に は 、 コ ネ ク タ ２ ０ を ホ ー ス 開 口 端 に 有 す る コ ネ ク タ 具 備 ホ ー ス を 、 ホ ー ス １ ２ の 端
部 拡 張 、 ホ ー ス 貫 通 孔 １ ３ の 形 成 、 金 型 へ の ホ ー ス １ ２ と コ ネ ク タ ２ ０ の セ ッ ト 、 中 型 Ｋ
Ｎ の セ ッ ト 、 そ の 後 の Ｅ Ｐ Ｄ Ｍ 射 出 と い う 簡 単 の 工 程 で 、 容 易 に 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 は 上 記 し た 実 施 例 や 実 施 形 態 に 限 ら れ る も の で は な く 、 そ の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範
囲 に お い て 、 種 々 の 態 様 で 実 施 可 能 で あ る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 実 施 例 の コ ネ ク タ 具 備 ホ ー ス １ ０ の 要 部 を 概 略 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 こ の コ ネ ク タ 具 備 ホ ー ス １ ０ の 側 面 視 と 正 面 視 と を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 コ ネ ク タ 具 備 ホ ー ス １ ０ の 断 面 と そ の 要 部 を 拡 大 し て 接 続 対 象 の パ イ プ Ｐ と 共 に
示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 コ ネ ク タ ベ ー ス ２ ２ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 コ ネ ク タ ２ ０ の 形 成 に 先 立 っ て ホ ー ス １ ２ に 施 す 処 理 の 内 容 を 説 明 す る た め の 説
明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 ホ ー ス １ ２ と コ ネ ク タ ベ ー ス ２ ２ の 金 型 へ の セ ッ ト の 様 子 を 説 明 す る 説 明 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】 外 皮 部 材 ２ ４ と シ ー ル 帯 ２ ８ の 形 成 用 の キ ャ ビ テ ィ の 様 子 と こ れ ら 部 材 の 製 造 の
様 子 を 説 明 す る た め の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 １ ０ ...コ ネ ク タ 具 備 ホ ー ス
　 　 １ ２ ...ホ ー ス
　 　 １ ２ ａ ...拡 張 部
　 　 １ ３ ...ホ ー ス 貫 通 孔
　 　 ２ ０ ...コ ネ ク タ
　 　 ２ ２ ...コ ネ ク タ ベ ー ス
　 　 ２ ２ ａ ...ホ ー ス 開 口 端 側 パ ー ツ
　 　 ２ ２ ｂ ...ホ ー ス 開 口 端 外 部 パ ー ツ
　 　 ２ ２ ｃ ...連 結 パ ー ツ
　 　 ２ ２ ｄ ...切 欠
　 　 ２ ２ ｅ ...凹 所
　 　 ２ ２ ｆ ...凹 所
　 　 ２ ２ ｇ ...貫 通 孔
　 　 ２ ４ ...外 皮 部 材
　 　 ２ ６ ...ス ナ ッ プ ピ ン
　 　 ２ ６ ａ ...ピ ン フ ッ ク
　 　 ２ ８ ...シ ー ル 帯
　 　 ２ ９ ...環 状 隆 起
　 　 Ｄ ...ド リ ル
　 　 Ｋ Ｄ ...下 型
　 　 Ｋ Ｇ ...キ ャ ビ テ ィ
　 　 Ｋ Ｎ ...中 型
　 　 Ｋ Ｎ Ｌ ...大 径 部
　 　 Ｋ Ｎ Ｍ ...凹 溝
　 　 Ｋ Ｎ Ｓ ...小 径 部
　 　 Ｋ Ｓ ...キ ャ ビ テ ィ
　 　 Ｋ Ｕ ...上 型
　 　 Ｍ ...マ ン ド レ ル
　 　 Ｐ ...パ イ プ
　 　 Ｐ １ ...挿 入 管
　 　 Ｐ ２ ...パ イ プ 隆 起
　 　 Ｐ ２ ｂ ...背 面
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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